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研究成果の概要（和文）：聞き取り調査および自然談話資料から得られたデータを用いて、与那国語の敬語体系を記述
し、理論言語学分析を行った。自然談話資料蓄積は、若い世代の与那国島民に言語記述訓練を提供し、彼らと協働して
蓄積した。
　本研究が島民と協働で行う部分は、言語復興の萌芽的な研究に発展させることができた。与那国島における研究成果
を、別の琉球諸語が話されている沖永良部島での研究に応用させ、消滅危機言語の復興研究一般に関する研究に発展さ
せることもできた。シンポジウムや招待講演をとおして、学術研究の成果を地域社会に還元する活動も両島で行った。

研究成果の概要（英文）：This project conducted a documentation and a theoretical analysis of the 
honorific system of Dunan (Yonaguni-Ryukyuan). “Yonaguni Hoogen Club” was launched and became a place 
for the language documentation training. The members have been working with the researcher up to now and 
creating a language revitalization contents such as a picture book in local languages, continuing the 
text documentation.
 The part of this project that collaborates with the local people formed a foundation of language 
revitalization project. The research result in Yonaguni island has been applied to Okinoerabu island, 
where another Ryukyuan language is spoken, and expanded to a general research project on language 
revitalization. I have given invited talks at many places such as elementary and high schools and a 
series of symposiums in Yonaguni and Okinoerabu islands so that the academic research can reach to the 
local community.

研究分野：理論言語学、フィールド言語学、言語復興

キーワード： 琉球諸語　与那国語　消滅危機言語　言語復興　敬語
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１．研究開始当初の背景 
 
世界に 6000から 8000あると言われている言
語の半数が、「何もしなければ」今世紀の終
わりまでに消滅すると言われている。日本に
はそのような消滅危機言語として、日本語と
は別系統のアイヌ語、日本語と同じく日琉祖
語にさかのぼることができる八丈語と 6つの
琉球諸語が存在すると U N ESC O は報告して
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 日本国内の消滅危機言語と系統関係 

 
 本研究が対象とする与那国語を含む琉球
諸語は、2000年代に入ってから、包括的な文
法記述が進められているが、いまだ十分な理
解が得られているとは言えない。言語の記
録・保存には、辞書、文法書、自然談話資料
の三つが不可欠とされるが、さまざまなジャ
ンルの自然談話資料は、特に蓄積が少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 自然談話資料（字幕付き動画）の例 

 
 また文法記述の側面に関しても、申請者の
これまでのフィールド調査から、与那国語は
現代日本語共通語と大きく異なる敬語体系
を持つことがわかっているが、敬語体系の全
体像の理解には至っていない。さらにこの特
異な敬語体系は、地域言語を理解できるが流
暢には話せない世代の言語使用を妨げる一
因にもなっている。通常は地域言語話者と数
えられない若い世代（30 代～40 代）は、地
域言語産出には至らないが、敬語体系など、

特に理解が難しい文法項目の適切な言語訓
練によって、地域言語使用を促進することが
可能であると考えられる。彼らの地域言語の
学習・（再）獲得は、彼らが地域人口の多数
を占め、言語獲得気にある「子の世代」と触
れる時間が多いことから、地域言語の復興に
特に重要であると言える。 
 
 
２．研究の目的 
 
これまで申請者が行ってきた文法記述を補
うものとして、与那国語の敬語体系を明らか
にし、理論言語学的分析を行う。敬語体系に
関するデータは、調査票を用いて疑似的な
「文脈」を設定して行う聞き取り調査
(elicitation)と合わせて、自然談話資料からの
データを利用した文法調査からも得る。つま
り、自然談話資料の蓄積は、文法調査の精緻
化と、消滅危機言語の記録両方の目的を持っ
て行うことになる。 
 自然談話資料の蓄積を効率的に行うため、
若い世代の島民有志に言語記述訓練を提供
し、彼らと協働で、研究者個人の能力を超え
たものを蓄積する。この言語記述訓練によっ
て、彼らの地域言語（再）獲得と言語使用の
促進も目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
敬語体系の調査には、調査票を用いた聞き取
り調査(elicitation)と合わせて、自然談話資料
からのデータを利用して文法調査を行う。調
査票は、予備調査で明らかになっている、発
話者、主格項（日本語では「が」で標示され
る項）、対格項（同「を」）、与格項（同「に」）
の社会的上下関係（年齢差）を独立変項とし
た実験デザインを組んで制作し、網羅的な文
脈を設定する。さらに自然談話資料から得ら
れる「自然な」文脈設定からもデータを補完
し、総合的な敬語体系の記述を目指す。 
 自然談話資料は、若い世代の島民有志に言
語記述訓練を提供することによって、彼らと
協働で蓄積する。一次資料として母語話者の
自然談話の動画記録を収集し、書き起こし、
逐語訳、文ごとの意訳を付して、言語学的に
利用できる二次資料を制作する。 
 
 
４．研究成果 
 
【与那国語敬語体系の記述】 
聞き取り調査および自然談話資料から得ら
れたデータを用いて、与那国語の敬語体系を
記述し、理論言語学分析を行った。この成果
は、与那国語の敬語表現を含む動詞形態論全
体を記述した論文（論文②）と文法概説（論
文④）を含む学術論文（論文⑤）および学会
発表（③、⑦）として発表した。 



【自然談話資料の蓄積、地域コミュニティへ
の言語記述トレーニングの提供】 
学術研究の成果を地域社会に還元する活動
として行った与那国町シンポジウム（その他
⑧、⑨、⑩）で協力者を募り、言語記述訓練
を提供した。「よなぐにほーげんクラブ」を
立ち上げ、言語記述訓練の場とするほか、毎
月の例会で島民どうしが言語復興の取組を
相談することを目的とし、現在まで島民によ
って運営されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. 与那国町シンポジウム⑩「島民の手に
よるテキスト作成を中心とした言語復
興（2014 年 11 月 4 日、6 日）」では、
参加した母語話者の自然談話をスマー
トフォンで撮影・録音し、スクリーン
に投影したものをその場で母語話者に
確認しながら書き起こしを行った。 

 
また、よなぐにほーげんクラブと協働で、動
画記録に限らず、地域言語を活用した絵本の
制作などを行い、現在も自然談話資料の蓄積
が続いている。地域言語を活用した絵本は、
制作中のデータを地域読み聞かせ会で利用
したり、与那国小学校の特別授業（その他④）
でも利用したほか、島民が独自によなぐに幼
稚園で同様のワークショップを親子教室と
して開催し、地域言語の世代間継承にも貢献
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4. 与那国小学校特別授業④「『ブレーメン
き ひんだんげ』製本ワークショップ
（2016 年 2 月 4 日）」では、よなぐに
ほーげんクラブメンバーが担当する小
学校 4, 5 年生クラスで、よなぐに幼稚
園教諭の創作物語を絵本化した地域言
語絵本データを用いて合紙製本を行っ
た。 

 
 
 

【言語復興のための基礎的研究】 
本研究が島民と協働で行う部分は、言語復興
の萌芽的な研究に発展させることができた。
与那国語の表記法を整備し（論文③）、本研
究の手法を言語復興研究として発表した（論
文⑥、発表①、④、⑤、⑥）。また、京都大
学においてワークショップを開催し（ワーク
ショップ主催①）、地域言語継承者となる与
那国島民４名を招へいした。ワークショップ
には彼らのほかに、琉球諸島以外の地域でフ
ィールドワークを行っている言語学者や、デ
ザイナー、イラストレーターを含む異分野専
門家が参加し、消滅危機言語復興について、
異なる立場から意見交換を行った。 
 与那国島における研究成果を、別の琉球諸
語が話されている沖永良部島での研究に応
用させ、消滅危機言語の復興研究一般に関す
る研究に発展させることもできた。沖永良部
語上平川集落方言の母語話者などと協働で、
詳しいことばの解説と音声 C D を付録とした
地域言語絵本を出版し（図書①）、絵本制作
時に得られたデータをもとに、表記法の整備
を含む文法概説の一部を執筆した（論文①）。
与那国島と同様に沖永良部島でも、小学校・
高校特別授業（その他①、②）、地域勉強会
招待講演（③）などをとおして、学術研究の
成果を地域社会に還元する活動を行った。ま
た、招待講演やゲストレクチャーなどの形
（発表②、その他⑤、⑥、⑦）で、アウトリ
ーチ活動や異分野への発信を行い、本研究を
学際融合的な研究へと発展させている。 
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